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Ⅰ.調査概要 

 

１．調査の目的 

新たに高齢期にさしかかる団塊の世代（昭和 22 年～24 年生まれ）の日常生活や健康

づくり・介護予防の状況、地域活動や社会貢献への意識等を把握し、「久留米市第５期

高齢者福祉計画及び介護保険事業計画」策定の基礎資料とするとともに、今後の高齢者

福祉施策に活かすため。 

２．調査の対象 

久留米市在住の昭和 22 年～24 年生まれの方の中から無作為に抽出した 1,032 名。 

３．調査の方法 

郵送による配付・回収 

４．調査の期間 

平成 23 年８月５日（金）から平成 23 年８月 19 日（金）まで。 

５．回収結果 

発送数 有効回収数 有効回収率 

1,032 通 505 通 48.9％ 

 

 

＊ 比較を行った高齢者実態調査について 

下記の調査対象者の中で、一般高齢者との比較を行った。 

（１）調査対象者 
平成 22 年 12 月 22 日現在、市内の高齢者（65 歳以上）から無作為抽出（5,791 人） 
①一般高齢者：要支援認定、要介護認定を受けていない高齢者（3,485 人） 
②要支援者：在宅で要支援認定を受けている高齢者（804 人） 
③要介護者：在宅で要介護認定を受けている高齢者（1,502 人） 

（２）調査方法 郵送配付、郵送回収（無記名） 
（３）調査期間 平成 23 年１月 18 日 ～ 2 月 3日 

（４）回収状況 

調査区分 対象者数(人) 有効回収数
(人) 

回収率(％) 

①一般高齢者 ３,４８５ ２,１９８ ６３.１ 

②要支援者 ８０４ ５４０ ６７.２ 

③要介護者 １,５０２ ７２５ ４８.３ 

合 計 ５,７９１ ３,４６３ ５９.８ 

 

１ 



 

Ⅱ.調査結果 

 

１１１１．．．．世帯状況世帯状況世帯状況世帯状況についてについてについてについて    

 

①世帯構成 

33.1 11.1

12.7

14.1

15.2

13.1

34.9

31.5

9.7 25.7

27.2

26.5

3.0

8.0

5.3

5.2

3.3

4.4

1.5

2.3

1.8

2.2

0.5

3.3

1.6

1.5

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
N=505

男性

N=213

女性

N=269

単身世帯 夫婦だけの世帯

親との二世代世帯 子との二世代世帯

親と子との三世代世帯 子と孫との三世代世帯

親と子と孫との四世代世帯 その他

無回答

 

回答者の世帯構成については、「夫婦だけの世帯」が最も多く、以下、「子との二世代世帯」、「単身世

帯」と続いています。 

高齢者の調査結果では、男性に比べ女性の「一人暮らし」の割合が高くなっていますが、団塊の世代

では男女差はあまり見られません。 

 

 

《参考：高齢者実態調査データ》 

 

 

 

25.9 6.2

13.310.5

25.6

19.5

32.1

22.6 2.0

1.7

1.5

2.0

40.8

38.8

42.9

3.4

3.4

3.2

2.5

0.5

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
N=2,198

男性

N=820

女性

N=1,325

一人暮らし

夫婦のみ（ともに65歳以上）

夫婦のみ（どちらかが65歳以上）

本人と、夫や妻以外の高齢者（65歳以上）のみ

65歳未満の子や孫などと同居

その他

無回答

２ 



 

②子どもとの同居予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在は子どもと同居している人よりも別居している人の割合の方がやや高くなっていますが、いずれ

も「将来はわからない」という回答が多く、現在同居している人も含め将来「同居」と回答した人の割

合は「別居」と回答した人の割合より低くなっています。 

 

4.0 23.2

25.8

10.3

11.2

9.4

1.9

6.1

20.1 7.1

4.7

5.9

16.0

16.4

16.0

27.5

19.7

23.8

11.9

14.1

12.7 2.0

1.9

1.9

2.2

2.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=505

男性

N=213

女性
N=269

現在同居しており、将来も同居のまま 現在同居しているが、将来は別居する

現在同居しているが、将来はわからない 現在別居しているが、将来は同居する

現在別居しており、将来も別居のまま 現在別居しているが、将来はわからない

子どもはいない その他
無回答

３ 



 

 

２２２２．．．．日常生活日常生活日常生活日常生活についてについてについてについて    

①ふだんの暮らしに生きがいを感じているか 

50.3 26.3

30.0

9.5

9.7

9.9

53.9

44.6

23.8 4.1

5.2

4.8

4.8

9.9

6.7

2.2

1.4

1.5

0.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=505

男性

N=213

女性

N=269

とても生きがいを感じている 生きがいを感じている

それほど生きがいを感じていない 生きがいを感じていない

わからない その他

無回答

 

ふだんの暮らしに「とても生きがいを感じている」または「生きがいを感じている」と回答した人の

割合は、「それほど生きがいを感じていない」または「生きがいを感じていない」と回答した人の割合

を上回っています。 

男女別に見ると、女性に比べ男性の方が「（それほど）生きがいを感じていない」という回答割合が

高くなっています。 

 

②生きがいは何か 

23.0

15.5

16.4

14.6

5.2

3.3

3.3

60.2

37.2

27.5

26.8

12.3

15.2

11.2

3.3

4.8

0.4

4.8

5.2

3.7

1.1

6.1

4.7

1.4

32.9

20.7

9.9

4.2

45.1

20.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家族とのふれあい

隣人や友人・知人との交流

仕事

旅行

菜園、ガーデニング、盆栽など

スポーツ、レクリエーション

音楽、美術、書画、陶芸など

健康づくり

歴史、文学、語学など

ボランティア活動

自治会などの地域活動

その他

わからない

生きがいはない

無回答

男性
N=213

女性
N=269

４ 



 

生きがいは何かという問いについては、「家族とのふれあい」という回答割合が最も高く、以下、「隣

人や友人・知人との交流」、「仕事」、「旅行」、「菜園、ガーデニング、盆栽など」と続いています。 

 

③地域活動・社会貢献活動の参加状況と生きがいの程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生きがいと地域活動・社会参加活動の参加状況のクロス集計結果では、活動に参加している方が参加し

ていない方より生きがいを感じている度合いも高くなっています。 

 

 

④近所付き合いの程度 

52.3 29.7

36.28.9

18.2

14.3

49.8

54.3 24.5

1.0

2.3

-

1.2

1.9

0.7

0.6

0.5

0.7

1.0

0.5

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=505

男性
N=213

女性

N=269

家を行き来するなど親しく付き合っている

外で会えば世間話をする程度の付き合いをしている

あいさつはするが、話をするほどの付き合いはしていない

ほとんどあいさつもしない

近所に誰がいるのか知らない

その他

無回答

 

近所付き合いの程度については、「家を行き来するなど親しく付き合っている」、「外で会えば世間話

をする程度の付き合いをしている」という回答割合が最も高くなっています。 

 

 

 

５ 

参加している 参加していない 無回答

とても生きがいを感じている 54.2 33.3 12.5
生きがいを感じている 32.7 55.5 11.8
それほど生きがいを感じていない 20.3 71.4 8.3
生きがいを感じていない 25.0 70.8 4.2
わからない 11.8 85.3 2.9
その他 28.6 71.4 ―

ふだんの暮らしに
生きがいをかんじ
ていますか。

％
地域活動や社会貢献に参加していますか



 

《参考：高齢者実態調査データ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤日常生活での困りごと 

 

困っていることの内容としてもっと多かったのは「自分の健康」で、以下、「生活費や経済的なこと」、

「家族の健康や介護」と続いています。 

50.524.3

29.9

14.8

49.6

52.3

18.2

25.9

13.8

0.7

1.0

0.8

1.0

1.2

1.0

0.5

0.9

0.6

4.6

4.0

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
N=2,198

男性

N=820

女性
N=1,325

家を行き来するなど親しくつきあっている

外で会えば世間話をする程度のつきあいをしている

あいさつはするが、話をするほどのつきあいはしていない

ほとんどあいさつもしない

近所に誰がいるのか知らない

その他

無回答

12.7

6.1

4.7

4.7

2.3

1.9

1.4

29.1

2.3

28.6

18.2

4.1

5.9

5.9

4.1

1.1

3.3

3.0

3.0

1.9

1.9

2.6

1.5

38.3

3.0

34.3

1.4

1.4

33.3

17.4

1.9

1.9

0.5

20.1

0% 10% 20% 30% 40%

自分の健康

生活費や経済的なこと

家族の健康や介護

仕事のこと

家族や親戚との関係

近隣や地域社会との関係

買い物

財産管理や遺産相続

外出の手段

住む場所や家

情報収集の手段

家事

友人や知人との関係

相談相手がいない

その他

特にない

無回答

男性
N=213

女性
N=269

６ 



 

 

①現在かかっている病気 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３３３．．．．健康健康健康健康づくりやづくりやづくりやづくりや介護予防介護予防介護予防介護予防、、、、家族家族家族家族のののの介護介護介護介護についてについてについてについて    

21.1

18.8

8.0

11.7

6.1

10.3

4.7

3.8

0.0

0.9

8.5

14.1

4.2

24.9

23.4

10.4

7.4

12.3

12.6

7.4

7.4

0.4

3.3

3.7

2.2

1.9

4.8

1.1

1.5

0.4

7.8

20.4

4.1

36.6

4.7

6.1

23.5

16.9

0.5

6.1

5.6

14.5

0% 10% 20% 30% 40%

高血圧症

脂質異常症

腰痛症

歯の病気（歯周病など）

糖尿病

目の病気（白内症、緑内症など）

肩こり症

胃腸の病気（胃炎、肝炎など）

関節症・リウマチ

泌尿器の病気

耳や鼻の病気

呼吸器の病気（ぜん息など）

狭心症・心筋梗塞

動脈硬化症

骨粗しょう症

脳卒中（脳出血、脳梗塞など）

骨折・外傷

認知症

その他

特にない

無回答

男性
N=213

女性
N=269

７ 



 

現在かかっている病気については、「高血圧症」の回答割合が最も高く、以下、「脂質異常症」（23.6％）、

「腰痛症」、「歯の病気（歯周病など）」、「糖尿病」と続いています。 

男女別に見ると、「高血圧症」、「歯の病気」、「糖尿病」、「泌尿器の病気」については男性の回答割合

が、「骨粗しょう症」については女性の回答割合が高くなっています。 

 

高齢者調査結果と併せてみると、高齢期になると、「目の病気」、「骨粗しょう症」、「泌尿器の病気」

の発症割合が高くなることがうかがわれます。 

 

 

 

《参考：高齢者実態調査データ》 

4.1

11.5

5.1

1.2

2.5

1.4

16.1

2.0

5.1

3.0

8.9

2.7

7.4

10.0

13.7

25.6

9.0

15.2

24.5

19.5

35.9

2.8

13.8

6.5

0.2

0.9

3.7

1.1

3.2

9.4

4.5

8.8

16.2

4.9

8.3

8.0

19.5

16.8

17.4

19.1

11.8

35.5

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

無回答

特にない

その他

認知症

骨折・外傷

脳卒中

骨粗しょう症

動脈硬化症

狭心症・心筋梗塞

呼吸器の病気

耳や鼻の病気

泌尿器の病気

関節症・リウマチ

胃腸の病気

肩こり症

目の病気

糖尿病

歯の病気

腰痛症

脂質異常症

高血圧症

男

女

 

８ 



 

②健康づくりや介護予防のために今後新たにしようと思うこと 

健康づくりや介護予防のために今後新たにしようと思うこととしては、「ジョギングやウォーキング」

や「定期的に健康診断やがん検診などを受診する」、「バランスの良い食事」、「散歩やラジオ体操」が上

位にあがっています。 

 

 

 

 

16.9

14.1

13.1

9.9

13.6

8.5

13.1

14.1

3.8

20.1

21.9

20.8

18.6

14.1

16.7

14.5

8.9

11.9

10.4

2.2

5.9

1.5

1.5

12.6

5.9

25.8

16.9

11.7

23.9

19.2

0.5

7.0

9.4

21.6

0% 10% 20% 30%

ジョギングやウォーキング

定期的に健康診断やがん検診などを受診する

バランスの良い食事

散歩やラジオ体操

早寝早起きなど規則正しい生活

趣味の活動や地域活動などの社会参加

読書・学習など頭を使う

なるべく外出する

仕事をする

なるべく人と話す

ジムやプールに通う

タバコを吸わない

歯周疾患を予防するために毎日の歯磨きを励行する

適量の飲酒を心がける

その他

特にしたいことはない

無回答

男性
N=213

女性
N=269

９ 



 

③健康づくりのために知りたいこと 

 

 

健康づくりのために知りたいこととしては、「認知症の予防・心の健康」の回答割合が最も高く、以

下、「生活習慣病（糖尿病・高血圧症等）の予防」、「適度な運動の方法」、｢望ましい食生活｣と続いてい

ます。 

 

17.4

12.7

15.5

8.5

0.0

24.9

50.9

26.4

28.3

23.0

12.6

20.4

6.3

1.1

16.0

6.7

3.3

24.4

37.6

4.7

26.8

28.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

認知症の予防・心の健康

生活習慣病（糖尿病・高血圧症等）の予防

適度な運動の方法

望ましい食生活

寝たきりの予防

歯の健康

骨粗しょう症予防

健診の内容や受け方など

その他

特にない

無回答

男性
N=213

女性
N=269

１０ 



 

 

４４４４．．．．就業就業就業就業についてについてについてについて    

 

①就業状況 

43.8

70.9

42.0

55.4

28.2

57.2

0.9

0.8

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=505

男性
N=213

女性
N=269

仕事に就いている 仕事はしていない 無回答

 

現在、「仕事に就いている」と回答した人の割合は、女性より男性が高くなっています。 

 

②就業形態 

13.6 31.1

17.9

22.9

21.2

23.0

27.8

10.6

20.7

21.2

50.4

5.7

7.9

2.7

3.6

2.6

4.4

2.5

1.3

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=280

男性
N=151

女性

N=113

正社員・職員 有期雇用（契約社員、派遣社員、日雇い）

短時間労働（嘱託、パート、アルバイト） 会社・団体役員

個人事業主 その他

無回答

 

「仕事に就いている」と回答した人に職業形態を尋ねると、男性では「正社員・職員」の割合が最も高

く、「有期雇用（契約社員、派遣社員、日雇い）」と「個人事業主」がともに続いています。 

いっぽう、女性では、「短時間雇用（嘱託、パート、アルバイト）」がほぼ半数を占めています。 

4.5 

１１ 



 

③何歳くらいまで仕事をしたいか 

38.9 10.7

13.9

28.2

31.0

25.2

39.8

39.7

5.3

0.9

2.6

1.8

22.1

18.5

20.0

0.9

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
N=280

男性

N=151

女性

N=113

65歳未満 65～69歳くらいまで

70～74歳くらいまで 75～79歳くらいまで

80歳以上 年齢にこだわらず、元気なうちは働きたい

無回答

 

何歳くらいまで仕事をしたいかという問いに対しては、男女ともに「65～69 歳」という回答割合が

最も高くなっています。 

 

１２ 



 

 

①勤務先以外に所属している団体や組織 

 

 

勤務先以外に所属している団体や組織があるかという問いに対しては、全体の半数近くが「どこにも

所属していない」と回答しています。 

５５５５．．．．地域活動地域活動地域活動地域活動・・・・社会貢献社会貢献社会貢献社会貢献についてについてについてについて    

10.8

0.0

6.1

0.9

2.3

52.1

19.7

11.2

6.3

8.9

1.9

5.2

4.5

2.6

42.8

12.3

6.6

1.4

8.9

13.6

9.9

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

趣味・学習のサークル・団体

スポーツ・健康のサークル・団体

退職者の組織（OB会など）

自治会などの地域団体

女性の会（婦人会）

商工会議所・同業者団体

ボランティア団体

老人クラブ

その他

どこにも所属していない

無回答

男性
N=213

女性
N=269

１３ 



 

 

②地域活動や社会貢献活動として今後新たにやりたいと思うこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域活動や社会貢献活動として今後新たにやりたいと思うことがあるかという問いに対しては、「や

りたいと思うことはない」が最も高くなっています。 

やりたいと思う活動については、男女ともに「趣味・学習」の回答割合が最も高くなっています。 

7.0

8.9

2.8

9.4

4.2

8.0

0.5

35.2

5.6

27.9

14.5

6.7

3.3

6.7

4.8

0.7

4.5

0.4

3.0

4.8

0.7

0.0

1.9

37.5

7.1

24.4

1.4

5.6

16.0

12.2

1.4

3.8

0.9

4.8

0% 10% 20% 30% 40%

趣味･学習

スポーツ、レクリエーション

環境保護

高齢者、障害者などの福祉

まちづくり

健康づくりや介護予防の支援、

介護予防ファシリテーター

子育て、青少年の健全育成

防犯、交通安全

文化芸術

災害援助、防災

国際交流

認知症高齢者やその家族の支援、

認知症サポーター

男女共同参画

人権啓発

その他

やりたいと思うことはない

無回答

男性
N=213

女性
N=269

１４ 



 

③やりたいと思うことはない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「やりたいと思うことはない」と回答した人にその理由を尋ねたところ、「自分や家族のことを優先

したいから」という回答割合が最も高く、以下、「仕事や他の活動で忙しいから」、「何かしたいが、何

をしていいのかわからないから」、「人付き合いが面倒だから」と続いています。 

 

④地域活動における役員（リーダー等）への就任 

13.5 54.7

51.62.3

0.4

1.4

16.9

9.3 58.7

26.9

26.8

27.1

2.3

4.5

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=505

男性

N=213

女性

N=269

ぜひ役員（リーダー）になってみたい 誘われたらなってもよい

なりたくない わからない

無回答

 

18.7

10.7

18.7

4.0

8.0

0.0

24.8

17.8

17.8

14.9

7.9

11.9

6.9

7.9

3.0

20.0

24.0

8.0

18.7

15.8

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

自分や家族のことを優先したいから

仕事や他の活動で忙しいから

何かしたいが、何をしていいのかわからないから

人付き合いが面倒だから

自分や家族があまり健康ではないから

やりたい活動がないから

家族の介護や世話があるから

その他

わからない

無回答

男性
N=75

女性
N=101

１５ 



 

今後、役員（リーダー等）などの立場で地域活動に関わりたいと思うかという問いに対しては、全体

の半数以上が「なりたくない」と回答しており、「ぜひ役員（リーダー）になってみたい」と回答した

人の割合は 1.4％にとどまっています。 

男女別に見ると、「ぜひ役員（リーダー）になってみたい」または「誘われたらなってもよい」と回

答した人の割合は、女性より男性の方が高い結果となっています。 

 

⑤なりたくない理由 

17.3

8.2

5.5

0.9

45.6

28.5

19.6

8.2

7.0

14.6

1.3

27.3

34.5

12.7

31.8

18.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

大変そうだから

人間関係がわずらわしいから

仕事で疲れているから

地域のことに関わっていないから

過去にやったことがあるから

他になり手があるから

その他

無回答

男性
N=110

女性
N=158

 
 

リーダー等に「なりたくない」と回答した人に対してその理由を尋ねたところ、｢大変そうだから｣

という回答割合が最も高く、以下、「人間関係がわずらわしいから」「仕事で疲れているから」「地域の

ことに関わっていないから」と続いています。 

 

１６ 



 

⑥老人クラブ活動への参加状況 

93.1

4.7

4.8

4.8

93.0

92.9

2.3

2.2

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=505

男性

N=213

女性

N=269

参加している 参加していない 無回答

 

老人クラブ活動に「参加している」と回答した人の割合は高齢者の調査結果と比べると、かなり低い

割合となっています。 

 

 

 

《参考：高齢者実態調査データ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

70.3

25.7

24.4

25.3

70.5

71.1

3.8

4.5

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=2,198

男性

N=820

女性

N=1,325

参加している 参加していない 無回答

１７ 



 

⑦老人クラブ活動への参加意向 

29.4 50.2

48.5

18.9

17.2

20.7

29.6

29.8

51.6 1.6

1.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=505

男性

N=213

女性

N=269

思う 思わない わからない 無回答

 

将来の参加意向を尋ねたところ高齢者の調査データに比べると、男女ともに「思わない」の回答割合

が低くなっており、「わからない」という回答割合が高くなっております。 

 

 

 

 

《参考：高齢者実態調査データ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

38.817.1

16.6

18.2

39.9

36.7

40.1

41.3

43.3

3.4

1.9

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=1,545

男性

N=578

女性

N=942

思う 思わない わからない 無回答

１８ 



 

 

６６６６．．．．居住居住居住居住ニーズニーズニーズニーズについてについてについてについて    

 

①住居の状況 

5.3 6.9

5.672.8

75.5

74.3

8.0

3.3 8.2

6.7

6.6

6.3

5.1

4.7

5.9

1.2

1.9

0.7

0.4

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=505

男性

N=213

女性

N=269

一戸建て（持ち家） 一戸建て（借家）

分譲マンション 賃貸アパート･賃貸マンション

公営住宅（市営住宅・県営住宅など） その他

無回答

 

回答者の住居については、「一戸建て（持ち家）」の割合が最も高くなっていますが、高齢者の調査結

果に比べると、男性についてはその割合が少し低くなっています。 

 

 

 

《参考：高齢者実態調査データ》 

 

 

4.278.3

77.7

81.7

4.0

4.6

3.8

4.0

3.8 6.3

4.3

5.5

6.5

4.1

5.6

0.4

0.2

0.3

0.6

0.5

1.9

0.4

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=2,198

男性

N=820

女性

N=1,325

一戸建て（持ち家） 一戸建て（借家）

分譲マンション 賃貸アパート、賃貸マンション

公営住宅（市営住宅、県営住宅など） 有料老人ホーム、ケアハウス

その他 無回答

１９ 



 

②仮に住み替えるとした場合の希望する住宅タイプ 

8.338.6

29.0

49.3

6.3

10.8

3.3

3.8

4.2

15.6

6.6

11.5

13.4

4.7

9.7

20.4

12.2

16.4

0.4

1.9

1.0 10.7

10.3

11.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=505

男性

N=213

女性

N=269

一戸建て 分譲マンション

賃貸アパート・賃貸マンション（４を除く） 高齢者向け賃貸住宅

有料老人ホーム わからない

その他 無回答

 

今後、仮に住み替えるとした場合に希望する住宅タイプについては、「一戸建て」という回答割合が

最も高くなっています。 

しかし、男女別に見ると、男性に対し女性は低くなっており、その分男性に比べ「高齢者向け賃貸住

宅」や「有料老人ホーム」を希望する割合が高くなっています。 

 

２０ 



 

 

７７７７．．．．行政行政行政行政にににに期待期待期待期待するするするする施策施策施策施策にににについてついてついてついて    

 

①今後、行政（国・県・市）に期待することやもっと充実させて欲

しいと思うこと 

19.2

16.9

11.3

15.0

18.8

13.1

2.8

4.7

4.2

7.0

43.9

19.0

16.4

17.5

18.6

16.7

13.0

10.4

11.5

10.4

13.8

8.9

4.5

1.5

2.2

2.6

8.2

43.2

6.6

13.6

20.7

16.0

1.9

11.3

5.6

21.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

医療や年金などの暮らし向きに
関する施策の充実

食事や運動、病気予防などのための
健康教育、健康相談、健康診断の充実

特別養護老人ホームなどの

介護保険の施設サービスを充実する

高齢者の相談事を身近な地域で

対応できる相談体制を充実する

ホームヘルプやデイサービスなどの

介護保険の在宅サービスを充実する

寝たきりや認知症にならないための
介護予防対策を充実する

思いやりのある心、やさしい心を
育てるための福祉教育

高齢者向けの住宅などの安心して

生活できる住まいを整備する

高齢者の就労機会を増やす

生きがいづくり（老人クラブ、教養・趣味講座

の生涯学習など）支援の充実

地域の子どもから高齢者まで
誰でも気軽に集まり、交流できる場づくり

公共施設や、道路、交通機関などの
バリアフリー化（段差解消など）

高齢者の見守り、声かけなど、地域住民相互の
支えあいやボランティア活動を活発にする

認知症高齢者を地域で支える

ための仕組みを充実させる

その他

特にない

わからない

無回答

男性
N=213

女性
N=269

２１ 



 

 

行政に期待することとしては、「医療や年金などの暮らし向きに関する施策の充実」という回答割合

が男女ともに高くなっています。 

その他の項目については、回答割合にあまり大きな差が見られず、広く様々な施策の充実を求めてい

る様子がうかがえます。 

 

《参考：高齢者実態調査データ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.7

18.8

19.8

12.0

12.9

13.7

0.6

27.6

20.2

21.0

19.1

18.0

15.3

13.3

12.5

12.0

12.8

9.4

5.6

0.8

22.3

11.7

11.0

19.1

19.8

28.0

15.9

11.5

28.8

23.1

0% 10% 20% 30% 40%

医療や年金などの暮らし向きに関する施策

食事や運動、病気予防などのための
健康教育、健康相談、健康診断

寝たきりや認知症にならない

ための介護予防対策

思いやりのある心、やさしい心を

育てるための福祉教育

ホームヘルプやデイサービスなどの
介護保険在宅サービス

特別養護老人ホームなどの

介護保険の施設サービス

身近な地域で対応できる相談体制

見守り、声かけなど地域住民相互の
支えあいや、ボランティア活動

地域の子どもから高齢者まで誰でも

気軽に集まり、交流できる場づくり

高齢者向け住宅などの安心して

生活できる住まいの整備

公共施設や、道路、交通
機関などのバリアフリー化

生きがいを高める事業

高齢者の就労機会の拡大

その他

無回答

男性
N=820

女性
N=1,325

２２ 



 

Ⅲ．調査結果から見えるもの（特徴的なもの） 

１．世帯状況について 

○団塊の世代では、将来、子どもと同居すると答えた方より、別居すると答え

た方が多く、今後は核家族化がさらに進行し、高齢者単身世帯、高齢者夫婦の

み世帯が増加すると考えられます。 

○男性の単身世帯は、高齢者より団塊世代の方の割合が高く、今後団塊世代が

高齢化することにより、男性高齢者の単身世帯はさらに増加すると考えられま

す。 

 

２．日常生活について 

○ふだんの暮らしで生きがいをそれほど感じていない、または感じていない方

が３割程度あり、これらの方は地域活動や社会貢献活動に参加していない割合

が高く、活動への参加の程度が生きがいの感じ方に影響していると思われます。 

○近所づきあいの程度では、高齢者に比べ付き合いの程度は低く、近隣との関

係が希薄化していると思われます。 

 

３．健康づくりや介護予防について 

○病気の罹患率は男性で、高血圧、脂質異常症、糖尿病等の生活習慣病の割合

が高く、特に男性高齢者の健康状態の悪化が懸念されます。 

     ○健康づくりや介護予防のために新たに何かをしようと考えている方は男女

ともに回答者の８割を超えており、自分の健康に対する関心や健康づくりの意

欲は高いと考えられます。 

○健康づくりのために知りたいことでは、女性の半数が認知症・心の健康をあ

げており、関心度が特に高いと考えられます。 

 

４．地域活動・社会貢献・就業について 

○何らかの地域活動や社会貢献活動を今後新たにやりたいと思っている方は

６割を超えており、活動に取り組む意欲はある程度高いと思われます。 

     ○老人クラブへの参加状況は、高齢者と比較するとかなり低い状況ですが、今

後の参加意向では、参加したいと思う方は高齢者より高いなど、老人クラブへ

の一定の関心はあると思われます。 

○何歳くらいまで仕事をしたいかに対する答えでは 65～69 歳、70～74 歳、75

歳～79 歳くらいまでの合計が、６割近くになり、就労意欲は高いと思われます。 

 

５．住居について 

○団塊世代の８割程度は一戸建てに居住していますが、住み替えるとした場合

の住宅タイプは一戸建て以外の希望も３割程度あり、特に女性は高齢者向け賃

貸住宅等への希望が多く、高齢期となった場合を想定し、より利便性や安心感

の高い生活を望んでいる傾向が強いと思われます。 

２３ 



 

Ⅳ．５期計画に向けた課題の整理 

１．単身高齢者・高齢者のみ世帯への支援体制の充実・強化 

単身高齢者や高齢者のみ世帯は今後増加し、他の世帯に比べて援助を必要と

する度合いが高く、特に単身高齢者は孤立化する傾向にあります。これらの世

帯に対する地域における支援体制の充実･強化、特に、男性の単身高齢者の孤

立化・閉じこもり防止への支援が課題となると思われます。 

 

２．健康づくり・介護予防の周知、推進 

生活習慣病の割合が高く、よりきめ細やかな保健指導等、効果的な保険事業

の実施により、健康づくり・健康管理に関する意識啓発を進め、健康の保持・

増進に繋げることが課題です。また、介護予防、認知症予防に関する周知・啓

発の機会を増やし、自主的な活動に繋げて行くことが課題です。 

 

３．生きがいづくり・社会参加の促進 

地域活動に対する団塊の世代の理解を進め、意欲的な社会参加に繋げること

により、生きがいづくりを推進するとともに地域の活性化に繋げていくことが

課題です。また、団塊の世代の就業継続の希望は高く、就業人口が減少する中、

これまでの経験や技術を活かした高齢者の就業促進が課題となると思われま

す。 

 

４．ニーズに応じた住居の整備 

   団塊の世代の住居のニーズは多様化しており、ニーズに応じた住居タイプの

整備や居住環境のバリアフリー化を進め、高齢期に安心して暮らせるまちづく

りが課題と思われます。 

 

 

２４ 


